
数字から見る被災者
①応急仮設住宅戸数
②借り上げ民間賃貸住宅・入居戸数
③県外への避難者数

　

被
災
地
に
お
け
る
起
業
と
雇

用
創
出
を
目
的
に
し
た
内
閣
府
の

「
復
興
支
援
型
地
域
社
会
雇
用
創

造
事
業
」
が
本
格
化
し
て
い
る
。

　

委
託
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
巻
復
興
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、「
や
っ
ぺ

す
！
起
業
支
援
フ
ァ
ン
ド
」
と

し
て
起
業
支
援
事
業
を
展
開
、

５
月
９
日
に
説
明
会
を
実
施
し

た
。
事
務
局
の
山
口
智
大
さ
ん

は
「
震
災
以
降
行
っ
て
き
た
地

域
貢
献
活
動
を
本
格
化
さ
せ
た

い
と
す
る
参
加
者
が
多
か
っ
た
」

と
語
り
、
本
事
業
が
草
の
根
活

動
の
事
業
化
を
後
押
し
す
る
可

能
性
を
示
唆
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人ETIC.

も
、
起

業
や
事
業
の
創
出
を
応
援
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
み
ち
の
く
起
業
」

を
開
始
。
５
月
12
日
に
は
起
業

志
願
者
を
一
同
に
介
し
た
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
「
み
ち
の
く

復
興
企
業
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」

を
実
施
す
る
な
ど
、
起
業
意
識

の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー

ク
三
島
は
社
会
的
企
業
を
担
う

人
材
育
成
研
修
を
８
月
に
計
画
、

５
月
21
日
か
ら
参
加
者
の
募
集

を
開
始
す
る
。
志
願
者
に
は
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
指
導
も

行
い
、
起
業
を
後
押
し
す
る
。

　

本
事
業
は
12
団
体
に
委
託
さ

れ
て
お
り
、
６
０
０
人
の
起
業

と
２
千
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
実
施
を

目
指
す
も
の
。
各
団
体
は
活
動

エ
リ
ア
や
専
門
性
に
応
じ
て
起
業

や
イ
ン
タ
ー
ン
の
希
望
者
を
募
り

な
が
ら
事
業
を
展
開
す
る
。

３
県
が
れ
き
処
理 

進
捗
12
・
３
％

広
域
処
理
１
６
２
万
ト
ン
に
道
筋

が
れ
き
再
活
用 

大
槌
で
防
潮
林
の
土
台
へ

け
、
環
境
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
設

計
の
も
と
各
種
施
設
を
整
備
し

て
い
く
。

　

ま
た
自
然
環
境
や
地
域
の
暮

ら
し
を
楽
し
む
旅
と
し
て
の
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
や
、
地

域
の
人
々
や
震
災
の
痕
跡
な
ど

を
結
ぶ
道
と
し
て
の
長
距
離
自

然
歩
道
「
東
北
海
岸
ト
レ
イ

ル
」
を
整
備
す
る
方
針
も
盛
り

込
ま
れ
、
東
北
へ
の
観
光
客
誘

致
に
よ
る
復
興
へ
の
貢
献
も
目

指
す
も
の
と
な
っ
た
。

　

三
陸
復
興
国
立
公
園
は
来
年

度
ま
で
に
計
画
書
が
作
成
さ
れ

岩手県
① １３, ９８４戸
② ３, ６１３戸
③ １, ５７５人

宮城県
① ２２, ０９５戸
② ２６, ０５０戸
③ ８, ４６２人

福島県
① １６, ６９５戸
② ２５, ５３２戸
③６２, ７３６人

※①５月１日現在、国土交通省調べ　②５
月８日現在、③４月５日現在、ともに復興
庁調べ

　

発
表
に
よ
る
と
５
月
７
日
時

　

環
境
省
は
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県
の
震
災
が
れ
き
に
つ
い
て
進
捗
を
発
表
。
処
理
率
は
12
・
３
％

と
な
り
初
の
１
割
超
え
と
な
っ
た
。
２
０
１
４
年
３
月
末
ま
で
の
処
理
完
了
の
政
府
目
標
達
成
は
未
だ

不
透
明
だ
が
、
徐
々
に
他
県
に
よ
る
広
域
処
理
も
進
み
始
め
、
が
れ
き
を
土
手
に
し
た
防
潮
林
整
備

等
が
れ
き
再
活
用
の
取
り
組
み
も
開
始
し
て
い
る
。

点
の
進
捗
は
、
岩
手
県
で
55
万

９
千
ト
ン
（
11
・
７
％
）、
宮

城
県
で
２
０
３
万
４
千
ト
ン

（
12
・
９
％
）、
福
島
県
で
１
７

万
２
千
ト
ン
（
８
・
５
％
）。

自
前
の
焼
却
施
設
を
持
つ
自
治

体
で
の
処
理
が
進
む
一
方
、

原
発
周
辺
の
双
葉
郡
５
町

で
処
理
作
業
が
進
ん
で
い
な

い
福
島
県
は
低
い
進
捗
率

と
な
っ
た
。

　

広
域
処
理
に
お
い
て
は
、

政
府
は
３
月
に
ま
だ
受
け

入
れ
表
明
を
し
て
い
な
い
35

道
府
県
お
よ
び
10
政
令
市

に
対
し
受
け
入
れ
要
請
文

書
を
提
示
。
４
月
の
発
表

に
よ
る
と
富
山
県
、
石
川

県
、
山
梨
県
お
よ
び
北
九
州
市

か
ら
計
22
万
ト
ン
の
受
け
入
れ

検
討
の
具
体
的
な
回
答
が
あ
っ
た
。

既
に
受
け
入
れ
を
表
明
し
て
い
る

９
都
道
府
県
８
政
令
市
の
１
４

０
万
ト
ン
と
あ
わ
せ
１
６
２
万

ト
ン
の
広
域
処
理
が
見
え
て
き

た
状
況
。
岩
手
県
に
は
目
標
達

成
に
必
要
な
県
外
処
理
量
で
あ

る
約
57
万
ト
ン
を
上
回
る
受
け

入
れ
数
字
が
示
さ
れ
、
期
間
内

で
の
処
理
完
了
の
道
筋
が
た
っ
た

形
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
長
野
、
鳥
取
、
三
重
、

広
島
、
徳
島
、
高
知
の
６
知
事

は
共
同
で
、
最
終
処
分
場
の
確

保
や
安
全
性
の
情
報
公
開
等
の

住
民
の
声
も
強
く
、
広
域
処
理

推
進
に
は
い
っ
そ
う
の
取
り
組
み

が
必
要
な
状
況
だ
。

　

４
月
30
日
、
岩
手
県
大
槌
町

は
、
が
れ
き
を
土
台
に
人
工
林

を
植
樹
し
て
防
災
林
と
す
る

「
い
の
ち
を
守
る
森
の
防
波
堤
」

計
画
の
植
樹
会
を
横
浜
ゴ
ム
と

と
も
に
実
施
し
た
。
同
町
の
小

槌
川
沿
い
の
約
７
５
０
平
方

メ
ー
ト
ル
に
約
３
千
本
の
苗
木

を
植
え
、
約
４
ト
ン
の
が
れ
き

が
埋
め
ら
れ
た
。
処
理
率
が
未

だ
２
・
８
％
と
低
迷
す
る
大
槌

町
に
と
っ
て
、
が
れ
き
処
理
の

促
進
と
と
も
に
、
復
興
計
画
で

う
た
っ
た
「
海
の
見
え
る
つ
い

散
歩
し
た
く
な
る
こ
だ
わ
り
の

　

環
境
省
は
５
月
７
日
、
東
北

地
方
太
平
洋
沿
岸
部
に
お
け
る

復
興
に
関
す
る
取
り
組
み
の
方

向
性
を
ま
と
め
た
「
復
興
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
発
表
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
銘
打
っ
た
具
体
的
な
取
り

組
み
の
核
と
な
る
の
は
、
現
在

の
陸
中
海
岸
国
立
公
園
な
ど
を

含
め
た
東
北
沿
岸
部
の
自
然
公

園
を
再
編
成
し
て
創
設
す
る
三

あ
る
美
し
い
町
」
の
実
現
へ
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

植
樹
会
に
は
細
野
豪
志
環
境

相
も
参
加
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

巨
大
防
潮
堤
と
比
較
し
て
コ
ス

ト
削
減
に
も
つ
な
が
る
今
回
の

施
策
を
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
、
他
地
域
に
お
け
る

防
災
林
事
業
を
進
め
る
。
宮
城

県
岩
沼
市
も
復
興
計
画
に
お
い

て
、
が
れ
き
を
使
っ
て
盛
り
土

し
た
丘
「
千
年
希
望
の
丘
」
構

想
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

被
災
地
社
会
的
起
業
促
進
事
業

環
境
省 

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

イ
ベ
ン
ト
続
々
本
格
始
動

陸
復
興
国
立
公
園
。
北
は
青
森

県
八
戸
市
の
蕪
島
か
ら
南
は
宮

城
県
女
川
町
の
牡
鹿
半
島
ま
で

の
区
域
で
、
自
然
に
加
え
地
域

の
暮
ら
し
や
文
化
に
も
光
を
あ

て
る
新
た
な
取
り
組
み
で
地
域

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

　

国
立
公
園
周
辺
部
の
里
山
・

里
海
、
集
落
地
に
お
い
て
は
、

地
域
ご
と
を
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
位
置
づ

﹁
三
陸
復
興
国
立
公
園
﹂
を
核
に
新
た
な
取
り
組
み

国
立
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ト
レ
イ
ル
の

整
備
も
同
様
の
期
間
で
行
わ

れ
る
予
定
だ
。

６
項
目
に
つ
い
て
政
府
へ
要
望
書

を
提
出
。
放
射
性
物
質
汚
染
の

不
安
か
ら
受
け
入
れ
に
慎
重
な

グリーン復興プロジェクトの内容
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

三陸復興国立公園の創設
里山・里海フィールドミュージアムと施設整備
復興ツーリズム
東北海岸トレイル
森・里・川・海のつながりの再生
持続可能な社会を担う人づくりの推進
地震・津波による自然環境への影響の把握

広域処理の進捗状況
受入中もしくは受入表明
（計約１４０万トン）

９都道府県
８政令市

東京都、神奈川県、群馬県、静岡県、青森県、秋田県、山形県、
埼玉県、大阪府、川崎市、横浜市、相模原市、静岡市、浜松市、
さいたま市、堺市、大阪市

道府県のうち受入自治体名
の具体的回答

６府県 新潟県（５市）、岐阜県（１９市町村、３組合）、滋賀県（３市１組
合）、京都府（４市町村）、鳥取県（１市）、福岡県（１市１組合）

受入方針等に具体的回答 ８道県４政令市 北海道、茨城県、栃木県、千葉県、愛知県、三重県、兵庫県、
島根県、千葉市、新潟市、京都市、神戸市

受入検討量について具体的な
回答（約２２万トン）

３県１政令市 富山県（１市２組合）、石川県（２市）、
山梨県（４市町村４組合）、北九州市

5.0
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3県の沿岸市町村がれき処理進捗状況

８
２０１2年（平成 24 年）5月 14 日　月曜日

（1） ２０１２年（平成 24 年）5 月 14 日 月曜日（復興 423 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 8 号　

第 号被災地復興に取り組む人のための業界新聞
http://www.rise-tohoku.jp/

〒151-0053  東京都渋谷区代々木  2-10-9-8Ｆ
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政策
岩手県、雇用創出助成拡大 
岩手県は、「雇用創出助成金」の対象
を計４５事業へ拡大することを示した。
１年以上の雇用契約につき、一人当り
３年間で最大２２５万円支給。

福島県内、新たに３特区認定
国は、福島県から申請された「産業復
興投資促進特区」「保健・医療・福祉
特区」、会津若松市から申請された「復
興推進特区」を認定した。

宮城県内、ＩＴ特区を追加申請
宮城県と１７市町村は、既に認定済み
の「民間投資促進特区」の対象を、コー
ルセンターを含むＩＴ関連企業にも広
げるよう新たに申請した。

産業復興
経産省スマートコミュニティ推進
経済産業省は、再生可能エネルギー
を活用したスマートコミュニティーの導
入促進を目的とした補助金の対象に被
災３県８自治体を選んだ。

「復興企業キャピタル」設立
東北共益投資基金は、基金内に「復
興起業キャピタル」を設立。復興に繋
がる経済の中核を担う事業へ１件につ
き最大５００万円を投資する。

福島県、新工業団地の調査地決定
福島県は、産業や雇用を含む復興に
向けた新工業団地造成の為の調査を
新たに県内６市町村を対象に実施する
ことを決めた。

「企業立地補助金」応募多数
福島県が、企業誘致を目的とした 200
億円を上限とする「企業立地補助金」
に県外から２９９件の応募があったこ
とが２８日にわかった。４０００人の雇
用創出を見込む。

いわき市、費用補助で観光推進
いわき市は、県外からの観光客数回復
のため、旅行業者を対象に上限ありで
旅行費用を補助する方針を決めた。事
業費として約１憶１５００万円を割く。

生活・まちづくり
石巻市、約３００世帯の集団移転
石巻市は、旧牡鹿町の十八成浜など
１１地区で約３００世帯の集団移転事
業を盛り込んだ整備計画に着手するこ
とを決定した。

エコモデルタウンに８億円
仙台市が田子西地区で実現を目指して
いる「エコモデルタウン」に対し、総
務省が補助金として約８億円を交付す
ることが決まった。

みなし仮設も１年間延長の方針
政府は、民間賃貸住宅のみなし仮設
についても応急仮設住宅と同じように1
年間延長する方針を示した。

漁業
閖上地区、アサリ・シジミ漁再開
１３日、宮城県名取市閖上地区で震災
後初めてアサリ・シジミ漁が行われた。
震災後に結成の「閖上あさりしじみ漁
業者の会」所属の船が出漁。

岩手県１５漁協がウニ漁復活
岩手県内２４漁協のうち１５漁協が震災
後初めてウニ漁を本格的に開始した。
今季の水揚げ量は震災前の４割まで回
復する見通し。

原発・放射能
健康管理検査、国が全面支援表明
福島県と福島医大の進める県民健康
管理検査に対し、細野環境相は財政
面にとどまらず、全面的に支援する方
針を表した。

　

岩
手
県
は
、
今
年

２
～
３
月
に
行
っ
た

県
民
５
０
０
０
人
を

対
象
と
し
た
復
興
に

関
す
る
意
識
調
査
の

結
果
を
発
表
し
た
。

本
調
査
は
県
の
復
興

計
画
の
進
行
管
理

ツ
ー
ル
と
し
て
年
に

１
回
実
施
す
る
も
の
。

　

現
在
の
生
活
全
般

の
満
足
度
に
お
い
て

は
33
・
８
％
が
不
満

も
し
く
は
や
や
不
満

な
状
態
で
あ
る
と
、

県
全
体
の
復
旧
・
復

が
設
定
さ
れ
た
が
、「
安
全
の

確
保
」「
な
り
わ
い
の
再
生
」

を
抑
え
、「
暮
ら
し
の
再
建
」

に
関
連
す
る
施
策
が
上
位
を
占

め
た
。
ま
た
こ
の
重
要
度
か
ら

進
捗
へ
の
実
感
度
を
差
し
引
い
た

「
復
興
促
進
ニ
ー
ズ
度
」
を
算

出
し
て
お
り
、「
防
潮
堤
や
防

波
堤
の
な
ど
の
整
備
」
や
「
放

射
能
へ
の
安
全
対
策
」「
Ｊ
Ｒ

や
三
陸
鉄
道
な
ど
の
鉄
道
網
の

復
旧
」
と
い
っ
た
安
全
・
イ
ン

フ
ラ
の
施
策
が
上
位
に
入
っ
た
。

　

県
は
今
回
の
結
果
や
事
業
の

進
捗
状
況
等
の
調
査
結
果
を
ふ

ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
施
策
の

見
直
し
を
行
う
な
ど
し
て
復
興

計
画
の
推
進
を
行
う
予
定
だ
。

重
要
施
策
は
暮
ら
し
の
再
建

安
全
対
策
は
進
捗
に
遅
れ

岩
手
県　

県
内
意
識
調
査
結
果
を
発
表

4月１４日～５月9日
Ｑ
・
こ
れ
ま
で
の
活
動
は
？

　

昨
年
４
月
に
石
巻
で
が
れ
き
処
理
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
他
の
団
体
と

協
力
し
て
開
始
。
こ
れ
ま
で
に
、
２
万
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
１
万
ト
ン
の
が
れ
き

を
片
付
け
た
。
そ
の
後
、
避
難
所
か
ら

仮
設
住
宅
へ
の
引
っ
越
し
支
援
、

個
人
商
店
の
再
開
支
援
等
、

都
度
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ

た
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

昨
年
９
月
以
降
は
「
復
旧

期
」
を
終
え
た
「
復
興
期
」
と

捉
え
、
観
光
を
主
と
し
た
「
石
巻
元
気

ト
リ
ッ
プ
」
をH.I.S.

と
協
同
し
て
月
２

本
開
催
。
ま
た
遠
隔
か
ら
復
興
を
支
援

し
た
い
人
が
地
元
商
品
を
購
入
で
き
る

「Yahoo! 

復
興
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
石
巻

支
部
の
運
営
も
行
っ
て
い
る
。

　

福
島
県
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
県
、

市
と
除
染
活
動
を
４
月
に
行
っ
た
。
除

染
と
言
っ
て
も
落
ち
葉
拾
い
で
、
作
業
者

の
被
ば
く
量
も
わ
ず
か
だ
と
実
証
さ
れ

た
。
除
染
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
是
非
が
議
論

に
な
っ
て
い
る
が
、
大
規
模
な
除
染
活
動

と
ひ
と
く
く
り
に
せ
ず
、
影
響
を
踏
ま
え

て
や
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
・
こ
れ
か
ら
の
活
動
は
？

　

廃
校
予
定
の
石
巻
市
内
の
小
学
校
を

利
用
し
て
、
復
興
複
合
施
設
を
開
く
計

画
を
立
て
て
い
る
。
こ
の
施
設
に
は
、
自

治
体
の
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、
宿
泊
設
備
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
、
地
域
の
交
流

ス
ペ
ー
ス
、
地
域
の
商
品
を
販
売
す
る

市
場
等
を
入
れ
て
、
地
域
復
興
の
拠
点

と
し
た
い
。
被
災
沿
岸
部
で
廃
校
が
決

ま
っ
て
い
る
学
校
は
他
に
50
校
程
度
あ
り
、

同
様
の
課
題
を
持
つ
地
域
に
対
す
る
モ
デ

ル
事
業
に
し
て
い
き
た
い
。

　

福
島
県
に
は
、
県
外
に
避
難
で
き
な

い
36
万
人
の
子
供
た
ち
が
、
安
心
し
て

ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
め
る
イ
ン
ド
ア
型
複

合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
建
設
す
る
予
定
。

特
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
等
、
屋
内
な
ら
で
は

の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
設
計
し

た
い
。
ま
た
、
環
境
の
改
善
の
た
め
の

除
染
活
動
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

Ｑ
・
復
興
に
大
切
な
こ
と
は
？

　

過
疎
化
な
ど
の
元
か
ら
あ
っ
た
問
題

の
解
決
と
、
地
域
の
発
展
の
た
め
、
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
、

地
域
に
子
育
て
世
代
を
積
極
的
に
呼
び

込
む
こ
と
が
最
も
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

公
園
等
の
遊
び
場
や
教
育
環

境
、
保
育
施
設
の
整
備
な
ど

に
大
胆
な
発
想
で
手
を
打
っ
て

行
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

私
た
ち
は
、
震
災
直
後
か

ら
一
貫
し
て
「
こ
だ
わ
ら
な

い
」
支
援
を
意
識
し
て
き
た
。
が
れ
き

処
理
が
得
意
だ
か
ら
と
言
っ
て
そ
れ
に

固
執
す
る
の
で
は
な
く
、
信
頼
関
係
を

築
き
次
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
く

み
取
り
、
地
域
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を

行
う
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
姿
勢
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

廃
校
と
な
る
小
学
校
跡
地
を
利
用
し

復
興
の
新
た
な
拠
点
を

   い    じ    ち  りょう

興
の
実
感
は
59
・

６
％
が
遅
れ
て
い

る
も
し
く
は

や
や
遅
れ
て

い
る
と
答
え

た
結
果
と

な
っ
た
。

　

施
策
別
の

重
要
度
に
つ

い
て
は
、「
医

療
機
関
や
社

会
福
祉
施
設

な
ど
の
機
能

回
復
」
が

ト
ッ
プ
と
な

り
、
事
業
所

や
学
校
の
復

興
、
再
就
職

支
援
な
ど
が

続
い
た
。
調

査
に
あ
た
り

３
つ
の
区
分

伊知地 亮さん
特定非営利活動法人
オンザロード理事、
復興庁ボランティア・
公益民間連携班制作調査官

項目順位

6

5

4

3

2

1

 区分

安全

なりわい

安全

暮らし

暮らし

暮らし

復興促進ニーズ度（重要度が高く、進捗の実感が低いもの）

被災した事業所の復興や新たな事業所の進出による
雇用の場の確保

被災者が安心して暮らせる新たな住宅や宅地の供給

震災による離職者の再就職に向けた取組

防潮堤や防波堤などの整備

被災した漁港の復旧・整備

放射能への安全対策
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●
政
府
「
グ
ル
ー
プ
補
助
金
」

【
対
象
団
体
】
復
興
の
リ
ー
ド
役

と
な
り
得
る
「
地
域
経
済
の
中

核
」
を
形
成
す
る
中
小
企
業
等

グ
ル
ー
プ
。
複
数
の
中
小
企
業

者
か
ら
構
成
さ
れ
る
集
団
で
あ

っ
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
必

要
あ
り
。詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
。

【
補
助
金
額
】
復
旧
・
整
備
費
の

４
分
の
３

【
提
出
書
類
】
復
興
事
業
計
画

【
応
募
締
切
】
５
月
31
日

【
Ｈ
Ｐ
】http://www.kantei.

go.jp/saigai/news/

【
問
い
合
わ
せ
】
岩
手
県
商
工

労
働
観
光
部
経
営
支
援
課　

℡

019

（629

）5546　
℻ 019

（629

）5549 　
宮
城
県
経
済

商
工
観
光
部
新
産
業
振
興
課　

℡022

（211

）2765　

℻ 
022

（211

）2729　
福
島
県

商
工
労
働
部
産
業
創
出
課　

℡

024

（521

）7283　
℻ 024

（521

）7935

●
第
24
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事

業
団
「
わ
か
ば
基
金
」
東
日
本

大
震
災
被
災
地
支
援
金
部
門

【
対
象
団
体
】東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
活
動
拠
点
が
あ
り
、

そ
の
地
域
で
福
祉
活
動
を
す
す

め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
。法
人
格
を

持
っ
て
い
る
団
体
は
不
可
。（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
は
可
）

【
補
助
金
額
】
１
グ
ル
ー
プ
に
つ

き
、
１
０
０
万
円
ま
で
。
全
体

で
５
か
ら
７
グ
ル
ー
プ
を
支
援

予
定
。

【
提
出
書
類
】申
請
用
紙
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

【
応
募
締
切
】
５
月
31
日
必
着

【

Ｈ

Ｐ

】http://
w

w
w

.n
p

w
o

.o
r.jp

/
info/2012/24wakaba.htm

l

【
問
い
合
わ
せ
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文

化
事
業
団 

「
わ
か
ば
基
金
」
℡

03

（3476

）5955

●
社
団
法
人
社
会
安
全
研
究
財

団　

東
日
本
大
震
災
特
別
助
成

【
対
象
団
体
】
岩
手
県
、
宮
城

県
お
よ
び
福
島
県
内
に
所
在
し

て
い
る
公
益
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
地
域
の
任
意
団
体
。
各
種

条
件
を
満
た
す
必
要
あ
り
。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

【
対
象
事
業
】地
域
安
全
事
業
お

よ
び
、
現
に
地
域
安
全
事
業
を

行
な
っ
て
い
る
団
体
の
財
政
基

盤
を
整
備
す
る
団
体
基
盤
整
備

事
業
。

【
補
助
金
額
】
１
事
業
に
つ
き
、

50
万
円
ま
で
。
同
一
団
体
か
ら

の
複
数
事
業
の
申
請
を
認
め

る
。
補
助
総
額
は
、
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
の
各
県
で

１
０
０
０
万
円
。

【
提
出
書
類
】申
請
用
紙
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

事
業
ご
と
に
申
請
書
を
作
成
す

る
こ
と
。

【
応
募
締
切
】
６
月
15
日

【

Ｈ

Ｐ

】http://www.
syaanken.or.jp/topx/
higashinihon2012.htm

【
問
い
合
わ
せ
】
財
団
法
人
社

会
安
全
研
究
財
団　

℻ 03

（3219

）2338

、E

メ
ー
ル
：

tohokujosei@syaanken.
or.jp

　

日
本
弁
護
士
連
合
会
は
被
災

者
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
無
料

法
律
相
談
の
分
析
結
果
を
発
表

し
た
。
第
４
次
と
な
る
今
回
の

分
析
で
は
、
震
災
後
約
１
年
間

で
寄
せ
ら
れ
た
約
３
万
５
千
件

の
相
談
が
対
象
と
な
っ
た
。

　

相
談
事
例
は
、
不
動
産
賃
貸

借
、
住
宅
ロ
ー
ン
、
保
険
等
、

23
に
分
類
さ
れ
、
県
お
よ
び
市

町
村
ご
と
に
件
数
が
ま
と
め
ら

れ
た
。
ど
の
地
域
で
も
多
か
っ

た
震
災
関
連
法
令
に
関
連
す
る

相
談
に
加
え
、
福
島
県
で
は
原

発
関
係
、
津
波
被
害
が
深
刻

だ
っ
た
岩
手
県
・
宮
城
県
沿
岸

部
で
は
遺
言
・
相
続
や
住
宅
・

事
業
ロ
ー
ン
、
都
市
部
で
は
建

物
賃
貸
借
契
約
に
関
連
す
る
相

談
件
数
が
そ
れ
ぞ
れ
多
い
な
ど
、

住
民
の
抱
え
る
課
題
の
地
域
差

が
明
確
に
反
映
さ
れ
る
結
果
と

夫
を
し
て
い
る
。
住
ん
で
い
る
人

が
本
気
に
な
り
、
一
人
ひ
と
り
が

「
自
分
事
」
と
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
は
絶
対

に
良
く
な
ら
な
い
、
と
い
う
思
い

か
ら
だ
。

　

ま
た
震
災
後
、
延
べ
25
万
人

が
訪
れ
た
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
力
、
あ
た
た
か
い
気
持

ち
を
、
一
つ
の
文
化
に
し
て
い
く

た
め
の
方
法
も
議
論
。「
石
巻
プ

チ
市
民
」
と
し
て
登
録
し
、
引

き
続
き
石
巻
と
関
わ
り
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
施
策
も
検
討

し
て
い
る
。　
　

　

住
民
が
中
心
と
な
っ
て
、
住
民

に
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

未
来
を
見
据
え
徹
底
的
に
議
論

す
る
全
員
参
加
型
の
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
。
今
後
も
続
く

長
い
復
興
の
道
の
り
、
そ
の
過
程

を
見
守
り
続
け
た
い
。

サ
イ
ト
「
石
巻
ま
ち
な
か
情
報

局
」
を
立
ち
上
げ
、
震
災
後
に

営
業
を
再
開
し
て
い
る
店
舗
情

報
や
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

同
協
議
会
の
特
長
は
「
一
部
の

人
達
が
進
め
て
い
る
」
と
思
わ
れ

な
い
た
め
の
仕
掛
け
に
あ
る
と
言

え
る
。
例
え
ば
『
ま
ち
な
か
だ

よ
り
』
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情

報
誌
の
発
行
。
街
並
み
部
会
が

作
成
し
た
中
心
市
街
地
案
を
図

説
と
と
も
に
丁
寧
に
解
説
す
る

な
ど
、
会
議
に
参
加
で
き
な
い

住
民
と
も
現
在
の
ス
テ
ー
タ
ス
を

共
有
。
活
動
の
「
見
え
る
化
」

に
よ
り
、
周
囲
を
巻
き
込
む
工

　

宮
城
県
石
巻
市
は
こ
れ
ま
で

地
元
の
住
民
を
中
心
に
、
行
政
、

専
門
家
を
巻
き
込
ん
だ
協
議
会

を
発
足
し
、
復
興
整
備
に
あ
た
っ

て
き
た
。

　
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
い
し
の
ま

き
・
街
な
か
創
生
協
議
会
」
は

昨
年
12
月
20
日
の
発
足
以
来
、

防
災
意
識
が
高
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
石
巻
が
持

つ
景
観
・
歴
史
・
文
化
の
薫
る

ま
ち
づ
く
り
・
ま
ち
並
み
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
お
も
に
景
観

デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら
話
し
合
う

「
街
並
み
部
会
」、
石
巻
の
ま
ち

に
見
合
っ
た
再
開
発
等
を
推
進

し
、
計
画
間
の
情
報
交
換
・
調

整
を
図
る
「
事
業
推
進
部
会
」、

石
巻
の
暮
ら
し
や
地
産
品
の
中

か
ら
「
石
巻
ら
し
さ
」
を
持
つ
も

の
を
発
掘
し
、
磨
き
上
げ
、
広

く
発
信
す
る
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

ブ
ラ
ン
ド
化
部
会
」
の
３
部
会

か
ら
構
成
さ
れ
、
市
、
県
、
国

と
の
積
極
的
な
意
見
交
換
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ

な
っ
た
。

　

日
弁
連
や
有
志
の
弁
護
士
ら

は
、
震
災
直
後
か
ら
電
話
や
避

難
所
等
に
お
け
る
面
談
で
無
料

法
律
相
談
を
実
施
し
、
定
期
的

に
相
談
事
例
の
分
析
結
果
を
発

表
す
る
と
共
に
、
知
見
を
活
か

し
た
被
災
者
支
援
に
力
を
入
れ

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
被
災

者
か
ら
多
く
相
談
の
あ
っ
た
情

報
を
ま
と
め
た
冊
子
『
復
興
の

た
め
の
暮
ら
し
の
手
引
き
』
を

発
行
し
た
ほ
か
、
相
談
事
例
の

デ
ー
タ
を
示
し
て
、
現
状
に
沿
っ

た
法
改
正
を
国
に
働
き
か
け
、

相
続
や
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
関

連
す
る
法
や
制
度
の
改
正
に
お

い
て
も
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

　

情
報
分
析
の
責
任
者
で
あ
る

日
弁
連
災
害
復
興
支
援
委
員
会

幹
事
の
岡
本
正
弁
護
士
は
「
今

後
は
、
分
析
結
果
を
地
域
行
政

に
届
け
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立

て
て
欲
し
い
」
と
話
す
。
住
民

の
声
を
ま
と
め
た
膨
大
な
デ
ー

タ
の
、
復
興
計
画
の
立
案
や
推

進
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　

岡
本
氏
は
、
相
談
事
例
の

デ
ー
タ
を
今
後
の
災
害
の
備
え

と
し
て
も
活
用
で
き
る
と
指
摘

す
る
。
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

防
災
計
画
で
被
害
を
軽
減

で
き
て
も
、
完
全
に
被
害

を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ず
、

必
ず
発
生
す
る
被
災
者
を

有
効
に
支
援
す
る
必
要
が

あ
る
。
例
え
ば
初
動
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な

い
場
合
に
お
け
る
行
政
や

金
融
機
関
か
ら
の
基
本
的

な
情
報
提
供
手
段
の
確
保

や
、
生
活
の
再
建
に
必
要

な
情
報
の
選
別
等
を
、
各

自
治
体
が
予
め
実
施
ま
た

は
計
画
し
て
お
く
こ
と
で
、
迅

速
な
対
応
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

日
弁
連
は
、
引
き
続
き
電
話

に
よ
る
無
料
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
、
最
終
的
な
分
析
結
果

を
、
今
年
夏
か
ら
秋
頃
に
ま
と

め
る
予
定
。
情
報
分
析
結
果
は

日
弁
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
さ
れ
て
い
る
。

住民の声を復興政策に活かす

日弁連３万５千件の
法律相談データを発表

石
巻
市
民
主
体
の
協
議
会
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
で
進
捗
共
有
し

住
民
の
一
体
感
を
醸
成

工作物責任
・

相隣関係

相談事例

地震で自宅の屋根瓦が落下し、隣家や隣家の壁や自動車
を損壊したが、損害賠償責任を負うのか。

不動産賃貸借

震災関連法令

遺言・相続

地震で壁にヒビが入ったが、大家と借家人のどっちが
修繕する義務があるのか。行政の費用援助はあるのか。

被災者生活再建支援金をもらうにはどういう手続が必
要か。罹災証明はどういう場合に取得できるのか。

家族や親戚が何人も亡くなったが、相続人は誰なのか。
行方不明者がいる場合には手続はどうすればいいのか。

「コンパクトシティいしのまき・街なか
創生協議会」発行『まちなかだより』第４号

ふくしま連携復興センター
市民団体・行政・企業をつないで、ふくしまの復興を加速させます。 〒960-8068　福島県福島市太田町17-8　アーバン横山Ｌ1階

TEL: 024-573-2732 FAX: 024-573-2733　E-mail : fukushimarenpuku@gmail.com
URL　http://f-renpuku.com/

(委託:公益財団法人 東日本大震災復興支援財団助成事業/ 運営:一般社団法人 ふくしま連携復興センター)
福島市太田町 17-8　アーバン横山I1 階　ふくしま連携復興センター内 
TEL 024-573-2371　FAX 024-573-2733　E-mail info@fis.f-renpuku.com
受付時間 10:00~18:00(水曜日、日曜日、祝日を除く)

原発事故の損害賠償や紛争解決センターへの和解仲介の方法、 
自主避難や家のローン、除染費用の問題など、 
日ごろの悩みや疑問に弁護士がお答えします。 
個別相談にも応じますので、お気軽にお問い合わせください。

要予約無料 定期開催原発事故損害賠償・自主避難・福島で暮らしていくこと…
法律の問題に無料でお答えします。

5月の法律相談会
8日（火） 13:30～15:30　福島市（ふみだす生活サポートセンター）

25日（金） 13:30～15:30　いわき市（会場未定）

27日（日） 13:30～15:30　福島市（ふみだす生活サポートセンター）

アドバイザー ： 福島の子どもたちを守る法律家 ネットワーク（SAFLAN）弁護士

申　込 ： 左記の電話・ファクス・Eメールにてお申込みください。
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４
月
19
日
、
原
発
事
故
の
影
響
で
全
町
避
難
し
て
い
る
福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町
は
、
町
議
会
に
お
い
て
同
町
の
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
正
式
に
決
定
し
た
。

町
外
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
リ
ト
ル
浪
江
」
づ
く
り
を
は
じ
め
と
し
た
そ
の
内
容
と
と
も
に
、
町
民
の
意
見
を
徹
底
的
に
吸
い
上
げ
た
そ
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
は
、

い
ず
れ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
と
な
っ
た
。
各
市
町
村
で
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
な
か
、

１
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
可
能
性
を
探
る
べ
く
、
町
役
場
の
避
難
先
で
あ
る
二
本
松
を
訪
れ
た
。

せ
」
が
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

形
と
な
っ
て
い
る
。

　

浪
江
町
は
、
一
自
治
体
の
復

興
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
例
外
的

に
、
国
や
県
な
ど
の
責
任
や
役

割
に
つ
い
て
も
記
載
し
た
。
原

発
事
故
の
影
響
は
被
災
地
域
に

限
っ
た
も
の
で
は
な
い
点
や
、

国
策
と
し
て
原
子
力
発
電
を
推

進
し
て
き
た
経
緯
を
言
及
。
国

は
国
土
政
策
、
制
度
や
財
源
、

賠
償
に
関
し
て
、
県
は
原
発
事

故
被
災
地
に
お
け
る
広
域
的
な

課
題
と
ニ
ー
ズ
把
握
や
意
見
調

整
に
関
し
て
、
浪
江
町
は
町
民

の
生
活
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
尊
重
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
明
確
化
し
て
い
る
。

ま
た
問
題
解
決
に
向
け
、
互
い

帰
還
を
希
望
す
る
町
民
に
も
そ

う
で
な
い
町
民
に
も
、
想
い
に

応
じ
た
選
択
肢
を
提
供
し
て
い

こ
う
と
い
う
姿
勢
だ
。
町
外
に

暮
ら
す
町
民
の
た
め
、
浪
江
町

以
外
に
浜
通
り
お
よ
び
中
通
り

に
も
集
約
し
た
町
外
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
他

地
域
で
不
便
無
く
暮
ら
せ
る
制

度
を
構
築
す
る
と
い
っ
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
前
提
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
全
町
民
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
約

１
万
１
千
人
）
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
２
２
０
件
）
だ
。

帰
還
意
思
で
は
、
除
染
や
生
活

基
盤
整
備
の
有
無
を
問
わ
ず
約

３
人
に
１
人
が
戻
ら
な
い
と
回

答
し
て
お
り
、
20
代
30
代
の
女

性
に
限
っ
て
は
そ
れ
が
全
体
の

半
数
を
超
え
る
厳
し
い
現
状
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
目

指
し
た
「
す
べ
て
の
町
民
の
幸

　

策
定
さ
れ
た
復
興
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、「
す
べ
て
の
町
民
の
暮
ら

し
の
再
建
」
と
「
ふ
る
さ
と
の

再
生
」
の
２
つ
の
分
野
に
お
け

る
取
り
組
み
が
、
短
期
（
14
年

３
月
ま
で
）
中
期
（
16
年
３
月

ま
で
）
そ
し
て
長
期
（
21
年
３

月
ま
で
）
の
３
段
階
に
分
け
て

分
類
さ
れ
て
い
る
（
左
表
）。

　

特
徴
的
な
の
は
、
個
々
人
の

多
様
な
考
え
を
尊
重
す
る
と
い

う
基
本
方
針
の
も
と
、
町
へ
の

昨
年
10
月
に
組
織
さ
れ
た
35
名
か
ら
な
る
復
興
検
討
委
員
会
を
中
心
と
し
て

作
成
さ
れ
た
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
。

町
民
の
意
見
を
徹
底
的
に
吸
い
上
げ
た
そ
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
秘
訣
は

「
場
づ
く
り
」
に
あ
っ
た
。
行
政
vs
町
民
、
若
手
vs
年
配
者
と
い
っ
た
対
立
構
造
を
回
避
し
、

町
民
が
主
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
。

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
学
ぶ

住
民
意
見
の
吸
い
上
げ
方

浪
江
町

復興検討委員会の様子

帰
還
す
る
人
も

し
な
い
人
も

町
民
一
人
ひ
と
り
の

幸
せ
を
追
求

国
、
県
、
町
、

そ
し
て
町
民
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の

明
確
化

ビジョン

策定
プロセス

【特集】

地域住民主体の
まちづくりを
考える

10/19　第１回委員会

有識者会議
11/11　第１回
12/ 2　 第２回
12/16　第３回

11/11　第２回委員会

11月中旬　町民アンケート実施

１月中旬　子供アンケート実施／パブリックコメント実施 

4/19　町議会

12/2　 第３回委員会

1/26　 第５回委員会

3/14　 第７回委員会

12/16　第４回委員会

2/20　 第６回委員会

3/27　 第８回委員会

復興ビジョン策定までのあゆみ 

浪江町復興ビジョン中間報告 

浪江町復興ビジョン 町へ提言

浪江町復興ビジョンの正式決定
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に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
主
役
で
あ
る
町
民

一
人
ひ
と
り
の
役
割
は
、
先
人

た
ち
が
大
切
に
守
り
育
ん
で
き

た
ふ
る
さ
と
を
再
生
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
記
載
さ
れ
た
。
事
業

者
や
行
政
の
垣
根
を
越
え
て
協

力
し
、
主
体
的
に
復
興
に
取
り

組
む
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

　

浪
江
町
で
は
、
今
回
策
定
さ

れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
自
由
意
見
を

含
め
た
全
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
資
料
に
ま
と
め
、
２
万
人

近
い
全
町
民
へ
配
布
す
る
と
い

う
。
必
要
経
費
も
多
額
と
な
る

が
、
町
民
た
ち
に
皆
が
悩
み
な

が
ら
も
進
め
て
い
る
プ
ロ
セ
ス

を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
尊
重
す
る
姿
勢
を

伝
え
る
必
要
性
は
高
い
。

　

ま
た
今
後
は
、
約
４
ヶ

月
か
け
て
策
定
さ
れ
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
、
よ
り
具
体
的

な
計
画
へ
落
と
し
込
み
、

秋
の
町
議
会
で
の
承
認
を

目
指
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
た
35
名
の
委
員
会
を

拡
大
し
、
産
業
復
興
や

住
宅
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

い
っ
た
５
つ
程
度
の
セ
ク
タ
ー
に

分
類
し
た
上
で
そ
れ
ぞ
れ
10
人

規
模
の
部
会
を
つ
く
り
な
が
ら

新
た
な
ア
ク
タ
ー
を
巻
き
込
み
、

今
一
度
住
民
の
意
見
を
吸
い
上

げ
計
画
を
策
定
し
て
い
く
予
定

だ
。

秋
の
復
興
計
画

完
成
へ
む
け

詳
細
設
計
へ

浪江町の復興ビジョンに盛り込まれた復興の目標と取り組み

住民意見の吸い上げ方の工夫

　今回一連の取材に応じて頂いた
のは、浪江町復興推進課の玉川主
幹。復興ビジョンの裏に隠された
玉川さんと町民たちの「想い」を
うかがううちに、こんな質問をせず
におれなかった。
　「町とは、豊かさとは、なんで
しょう？」
　「仕事や学校や買い物といった
生活の場、目に見える知り合いと
のつながり、祭りや自然。これら
町を構成する要素が、時を経て風
土となり文化となり人柄を育て、
共有される価値をつくっていく。そ
れらが、町であり、ふるさとという
ものだと思います。表面的なにぎ
わいや経済的なものとはまったく違
う別の豊かさが、ふるさとにはある
のでしょう」。一つひとつ言葉を確
かめるように語ってくれた。
　震災が無ければ問うことも、気
づくこともなかったかけがえのない
大切なものが、玉川さんの語るふ
るさとにはあった。町や地域、豊
かさについて、被災地のみならず、
日本中の人々が考えていく必要が
あると感じた。

見直される「町」や
「豊かさ」の定義

取材を終えて

決定した復興ビジョン（６６P）、子供アンケー
ト結果（８０P）、町民アンケート結果（１０６
P）。これに自由記入回答結果も含めた膨大な資
料が全町民に配布される

復興検討委員会の委員は、自治会長や農協、漁協、商工会等の代表者などの町民が25名、
有識者や国、県の担当が７名に対し、浪江町職員はわずか３名とした。

町の存在を抑えた委員構成
1

point

5
point 子供アンケート

若者と年配者の意見にどうしても生まれる世代間格差は浪江町にも存在した。それを埋める役割を担っ
たのが、１月に実施した子供アンケートだった。「３月11日以前に戻って欲しい」「昔とかわらない浪江町
になってほしい」自由意見に最もよせられたのは、震災前の元の浪江町への思い。大人の損得勘定では
ない子供たちの元のふるさとへの思いは、委員たちの心をひとつにする大きな効果を果たした。

3
point

ビジョンや計画策定においては、行政側でたたき台となる案を作成し、住民が意見するかたちが通
常だが、浪江町は違った。まず町民が自由に意見を述べ、その場で整理をしていく。その後、部会
長と事務局がそれを体系的に整理。次の会議の前半で、前回の意見をまとめたものを承認し後半に
また意見を集めるようなプロセスを繰り返したことで、町民自身がつくったビジョンとなった。

たたき台を出さない進行

会議の進行を務めたのは、町職員ではなく、町外の有識者。直接的利害関係の無い第三者であり、
専門家である有識者ゆえに、時に厳しい事実もテーブルにあげて議論を進めることができた。

第三者による会議コーディネート
2

point

委員の大半は年配者だったが、青年会議所や商工会青年部が主体となり若者の有志を巻き込ん
だ勉強会を実施した。町職員はそこでも前に出ず、同席しつつその場を側面支援する形で情報共
有を行うとともに、若者層の意見を吸い上げた。

若者の巻き込み
4

point

「避難生活の改善」
①健康管理の強化と徹底　
②損害対策の充実　③町外で
のコミュニティづくり、住まい
の改善　④事業再開や就労
支援による働く場の確保　⑤
避難先自治体との連携強化　

⑥町民と町民・ふるさとをつな
ぐ「絆」の維持　⑦子供たち
を支える教育環境の充実

「ふるさと復旧と
復興拠点の確保」
①放射線管理と低線量地域
等での先行除染実施　②低
線量地域等におけるインフラ
の先行復旧・整備　③ふるさ
と再生のための国家プロジェ
クトの推進

「生活の安定」
①町外のコミュニティ充実、
暮らしの安定　②町外での事
業再開、就労支援

「本格的なまちづくり」
①本格除染の拡大、山林除
染の本格実施　②インフラ・
交通網の復旧・整備、津波
被災地対策　③産業の復興
④町内に置ける生活関連サー
ビスの回復　⑤ふるさとでの
魅力ある教育環境の整備

「すべての町民の
幸せな暮らし」 
①すべての町民の生活の安定 

「暮らしやすく、若者が
あつまる元気なふるさと」 
①高度な医療・福祉環境の整
備　②教育支援の強化と高度
な教育環境の整備　③新たな
雇用・観光の場の創出　④町
全体における除染活動の実施

⑤行政サービスの完全復旧と
新たなサービス展開　⑥災害
対策研究施設の誘致・建設と
他地域への貢献

短期ビジョン
 （2014年 3月まで）

す
べ
て
の
町
民
の

暮
ら
し
の
再
建

ふ
る
さ
と
の
再
生

中期ビジョン 
（2016年 3月まで）

長期ビジョン
 （2021年 3月まで）



４
月
19
日
、
原
発
事
故
の
影
響
で
全
町
避
難
し
て
い
る
福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町
は
、
町
議
会
に
お
い
て
同
町
の
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
正
式
に
決
定
し
た
。

町
外
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
リ
ト
ル
浪
江
」
づ
く
り
を
は
じ
め
と
し
た
そ
の
内
容
と
と
も
に
、
町
民
の
意
見
を
徹
底
的
に
吸
い
上
げ
た
そ
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
は
、

い
ず
れ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
と
な
っ
た
。
各
市
町
村
で
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
な
か
、

１
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
可
能
性
を
探
る
べ
く
、
町
役
場
の
避
難
先
で
あ
る
二
本
松
を
訪
れ
た
。

せ
」
が
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

形
と
な
っ
て
い
る
。

　

浪
江
町
は
、
一
自
治
体
の
復

興
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
例
外
的

に
、
国
や
県
な
ど
の
責
任
や
役

割
に
つ
い
て
も
記
載
し
た
。
原

発
事
故
の
影
響
は
被
災
地
域
に

限
っ
た
も
の
で
は
な
い
点
や
、

国
策
と
し
て
原
子
力
発
電
を
推

進
し
て
き
た
経
緯
を
言
及
。
国

は
国
土
政
策
、
制
度
や
財
源
、

賠
償
に
関
し
て
、
県
は
原
発
事

故
被
災
地
に
お
け
る
広
域
的
な

課
題
と
ニ
ー
ズ
把
握
や
意
見
調

整
に
関
し
て
、
浪
江
町
は
町
民

の
生
活
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
尊
重
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
明
確
化
し
て
い
る
。

ま
た
問
題
解
決
に
向
け
、
互
い

帰
還
を
希
望
す
る
町
民
に
も
そ

う
で
な
い
町
民
に
も
、
想
い
に

応
じ
た
選
択
肢
を
提
供
し
て
い

こ
う
と
い
う
姿
勢
だ
。
町
外
に

暮
ら
す
町
民
の
た
め
、
浪
江
町

以
外
に
浜
通
り
お
よ
び
中
通
り

に
も
集
約
し
た
町
外
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
他

地
域
で
不
便
無
く
暮
ら
せ
る
制

度
を
構
築
す
る
と
い
っ
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
前
提
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
全
町
民
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
約

１
万
１
千
人
）
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
２
２
０
件
）
だ
。

帰
還
意
思
で
は
、
除
染
や
生
活

基
盤
整
備
の
有
無
を
問
わ
ず
約

３
人
に
１
人
が
戻
ら
な
い
と
回

答
し
て
お
り
、
20
代
30
代
の
女

性
に
限
っ
て
は
そ
れ
が
全
体
の

半
数
を
超
え
る
厳
し
い
現
状
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
目

指
し
た
「
す
べ
て
の
町
民
の
幸

　

策
定
さ
れ
た
復
興
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、「
す
べ
て
の
町
民
の
暮
ら

し
の
再
建
」
と
「
ふ
る
さ
と
の

再
生
」
の
２
つ
の
分
野
に
お
け

る
取
り
組
み
が
、
短
期
（
14
年

３
月
ま
で
）
中
期
（
16
年
３
月

ま
で
）
そ
し
て
長
期
（
21
年
３

月
ま
で
）
の
３
段
階
に
分
け
て

分
類
さ
れ
て
い
る
（
左
表
）。

　

特
徴
的
な
の
は
、
個
々
人
の

多
様
な
考
え
を
尊
重
す
る
と
い

う
基
本
方
針
の
も
と
、
町
へ
の

昨
年
10
月
に
組
織
さ
れ
た
35
名
か
ら
な
る
復
興
検
討
委
員
会
を
中
心
と
し
て

作
成
さ
れ
た
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
。

町
民
の
意
見
を
徹
底
的
に
吸
い
上
げ
た
そ
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
秘
訣
は

「
場
づ
く
り
」
に
あ
っ
た
。
行
政
vs
町
民
、
若
手
vs
年
配
者
と
い
っ
た
対
立
構
造
を
回
避
し
、

町
民
が
主
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
。

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
学
ぶ

住
民
意
見
の
吸
い
上
げ
方

浪
江
町

復興検討委員会の様子

帰
還
す
る
人
も

し
な
い
人
も

町
民
一
人
ひ
と
り
の

幸
せ
を
追
求

国
、
県
、
町
、

そ
し
て
町
民
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の

明
確
化

ビジョン

策定
プロセス

【特集】

地域住民主体の
まちづくりを
考える

10/19　第１回委員会

有識者会議
11/11　第１回
12/ 2　 第２回
12/16　第３回

11/11　第２回委員会

11月中旬　町民アンケート実施

１月中旬　子供アンケート実施／パブリックコメント実施 

4/19　町議会

12/2　 第３回委員会

1/26　 第５回委員会

3/14　 第７回委員会

12/16　第４回委員会

2/20　 第６回委員会

3/27　 第８回委員会

復興ビジョン策定までのあゆみ 

浪江町復興ビジョン中間報告 

浪江町復興ビジョン 町へ提言

浪江町復興ビジョンの正式決定
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に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
主
役
で
あ
る
町
民

一
人
ひ
と
り
の
役
割
は
、
先
人

た
ち
が
大
切
に
守
り
育
ん
で
き

た
ふ
る
さ
と
を
再
生
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
記
載
さ
れ
た
。
事
業

者
や
行
政
の
垣
根
を
越
え
て
協

力
し
、
主
体
的
に
復
興
に
取
り

組
む
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

　

浪
江
町
で
は
、
今
回
策
定
さ

れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
自
由
意
見
を

含
め
た
全
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
資
料
に
ま
と
め
、
２
万
人

近
い
全
町
民
へ
配
布
す
る
と
い

う
。
必
要
経
費
も
多
額
と
な
る

が
、
町
民
た
ち
に
皆
が
悩
み
な

が
ら
も
進
め
て
い
る
プ
ロ
セ
ス

を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
尊
重
す
る
姿
勢
を

伝
え
る
必
要
性
は
高
い
。

　

ま
た
今
後
は
、
約
４
ヶ

月
か
け
て
策
定
さ
れ
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
、
よ
り
具
体
的

な
計
画
へ
落
と
し
込
み
、

秋
の
町
議
会
で
の
承
認
を

目
指
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
た
35
名
の
委
員
会
を

拡
大
し
、
産
業
復
興
や

住
宅
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

い
っ
た
５
つ
程
度
の
セ
ク
タ
ー
に

分
類
し
た
上
で
そ
れ
ぞ
れ
10
人

規
模
の
部
会
を
つ
く
り
な
が
ら

新
た
な
ア
ク
タ
ー
を
巻
き
込
み
、

今
一
度
住
民
の
意
見
を
吸
い
上

げ
計
画
を
策
定
し
て
い
く
予
定

だ
。

秋
の
復
興
計
画

完
成
へ
む
け

詳
細
設
計
へ

浪江町の復興ビジョンに盛り込まれた復興の目標と取り組み

住民意見の吸い上げ方の工夫

　今回一連の取材に応じて頂いた
のは、浪江町復興推進課の玉川主
幹。復興ビジョンの裏に隠された
玉川さんと町民たちの「想い」を
うかがううちに、こんな質問をせず
におれなかった。
　「町とは、豊かさとは、なんで
しょう？」
　「仕事や学校や買い物といった
生活の場、目に見える知り合いと
のつながり、祭りや自然。これら
町を構成する要素が、時を経て風
土となり文化となり人柄を育て、
共有される価値をつくっていく。そ
れらが、町であり、ふるさとという
ものだと思います。表面的なにぎ
わいや経済的なものとはまったく違
う別の豊かさが、ふるさとにはある
のでしょう」。一つひとつ言葉を確
かめるように語ってくれた。
　震災が無ければ問うことも、気
づくこともなかったかけがえのない
大切なものが、玉川さんの語るふ
るさとにはあった。町や地域、豊
かさについて、被災地のみならず、
日本中の人々が考えていく必要が
あると感じた。

見直される「町」や
「豊かさ」の定義

取材を終えて

決定した復興ビジョン（６６P）、子供アンケー
ト結果（８０P）、町民アンケート結果（１０６
P）。これに自由記入回答結果も含めた膨大な資
料が全町民に配布される

復興検討委員会の委員は、自治会長や農協、漁協、商工会等の代表者などの町民が25名、
有識者や国、県の担当が７名に対し、浪江町職員はわずか３名とした。

町の存在を抑えた委員構成
1

point

5
point 子供アンケート

若者と年配者の意見にどうしても生まれる世代間格差は浪江町にも存在した。それを埋める役割を担っ
たのが、１月に実施した子供アンケートだった。「３月11日以前に戻って欲しい」「昔とかわらない浪江町
になってほしい」自由意見に最もよせられたのは、震災前の元の浪江町への思い。大人の損得勘定では
ない子供たちの元のふるさとへの思いは、委員たちの心をひとつにする大きな効果を果たした。

3
point

ビジョンや計画策定においては、行政側でたたき台となる案を作成し、住民が意見するかたちが通
常だが、浪江町は違った。まず町民が自由に意見を述べ、その場で整理をしていく。その後、部会
長と事務局がそれを体系的に整理。次の会議の前半で、前回の意見をまとめたものを承認し後半に
また意見を集めるようなプロセスを繰り返したことで、町民自身がつくったビジョンとなった。

たたき台を出さない進行

会議の進行を務めたのは、町職員ではなく、町外の有識者。直接的利害関係の無い第三者であり、
専門家である有識者ゆえに、時に厳しい事実もテーブルにあげて議論を進めることができた。

第三者による会議コーディネート
2

point

委員の大半は年配者だったが、青年会議所や商工会青年部が主体となり若者の有志を巻き込ん
だ勉強会を実施した。町職員はそこでも前に出ず、同席しつつその場を側面支援する形で情報共
有を行うとともに、若者層の意見を吸い上げた。

若者の巻き込み
4

point

「避難生活の改善」
①健康管理の強化と徹底　
②損害対策の充実　③町外で
のコミュニティづくり、住まい
の改善　④事業再開や就労
支援による働く場の確保　⑤
避難先自治体との連携強化　

⑥町民と町民・ふるさとをつな
ぐ「絆」の維持　⑦子供たち
を支える教育環境の充実

「ふるさと復旧と
復興拠点の確保」
①放射線管理と低線量地域
等での先行除染実施　②低
線量地域等におけるインフラ
の先行復旧・整備　③ふるさ
と再生のための国家プロジェ
クトの推進

「生活の安定」
①町外のコミュニティ充実、
暮らしの安定　②町外での事
業再開、就労支援

「本格的なまちづくり」
①本格除染の拡大、山林除
染の本格実施　②インフラ・
交通網の復旧・整備、津波
被災地対策　③産業の復興
④町内に置ける生活関連サー
ビスの回復　⑤ふるさとでの
魅力ある教育環境の整備

「すべての町民の
幸せな暮らし」 
①すべての町民の生活の安定 

「暮らしやすく、若者が
あつまる元気なふるさと」 
①高度な医療・福祉環境の整
備　②教育支援の強化と高度
な教育環境の整備　③新たな
雇用・観光の場の創出　④町
全体における除染活動の実施

⑤行政サービスの完全復旧と
新たなサービス展開　⑥災害
対策研究施設の誘致・建設と
他地域への貢献

短期ビジョン
 （2014年 3月まで）

す
べ
て
の
町
民
の

暮
ら
し
の
再
建

ふ
る
さ
と
の
再
生

中期ビジョン 
（2016年 3月まで）

長期ビジョン
 （2021年 3月まで）



三
陸
鉄
道

Ｊ
Ｒ
東
日
本

14
年
の
全
域
復
旧
を
目
指
す

Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
代
替
輸
送
を
提
案

　

４
月
１
日
に
第
３
セ
ク

タ
ー
・
三
陸
鉄
道
株
式
会
社
は
、

北
リ
ア
ス
線
の
陸
中
野
田
～
田

野
畑
間
で
運
行
を
再
開
し
た
。

全
区
間
１
０
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
お
よ
そ
半
分
が
開
通
、
２
０

年
の
全
線
復
旧
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
。
一
方
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

は
、
３
月
17
日
に
Ｊ
Ｒ
八
戸
線

（
八
戸
～
久
慈
間
）
を
全
線
再

開
し
た
も
の
の
、
被
害
を
受
け

た
山
田
線
、
大
船
渡
線
、
気
仙

沼
線
な
ど
多
く
の
沿
線
で
は
再

開
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
大
き
な
方
針
の
違
い
は
、

国
か
ら
の
費
用
補
填
の
違
い
だ

ろ
う
。
も
と
も
と
赤
字
で
あ
っ

た
三
陸
鉄
道
に
は
、
全
線
復
旧

に
必
要
と
な
る
さ
れ
る
１
０
０

億
円
超
も
の
費
用
の
ほ
ぼ
全
額

を
国
が
補
填
す
る
が
、
黒
字
経

営
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
は
全

域
復
旧
に
必
要
と
さ
れ
る
１
０

０
０
億
円
規
模
の
費
用
を
自
前

で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
全
線
復
旧
が
決
ま
っ

て
い
る
三
陸

鉄
道
に
も
課

題
は
多
い
。

全
盛
期
に
は

年
間
２
７
０

万
人
を
誇
っ

た
三
陸
鉄
道

の
輸
送
人
員

も
震
災
前
に

は
90
万
人
を

切
っ
て
お
り
、

年
間
１
億
３
０
０
０
万
円
以
上

の
事
業
損
失
を
出
し
て
い
た
。

震
災
の
影
響
を
受
け
た
昨
年
度

は
さ
ら
に
１
４
０
０
万
円
ほ
ど

損
失
が
増
え
た
。
も
と
も
と
過

疎
化
に
よ
っ
て
輸
送
人
員
が

減
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
加
え
て
、

今
回
の
震
災
で
連
携
す
る
Ｊ
Ｒ

線
の
復
旧
の
先
行
き
も
見
え
な

い
状
態
。
よ
り
難
し
い
経
営
の

舵
取
り
が
求
め
ら
れ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
、
各
路
線
の

収
支
こ
そ
公
表
し

て
い
な
い
も
の
の
、

沿
岸
路
線
は
三
陸

鉄
道
同
様
に
赤
字

が
予
想
さ
れ
る
。

民
間
企
業
と
し
て

赤
字
路
線
を
１
０

０
０
億
円
か
け
て

復
旧
す
る
の
が
困

難
で
あ
る
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
、

目
下
、
代
替
案
と
し
て
提
示
し

て
い
る
の
が
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高

速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
だ
。
Ｂ
Ｒ

Ｔ
と
は
、
専
用
道
路
を
通
る
バ

ス
の
こ
と
で
、
も
と
も
と
電
車

が
走
っ
て
い
た
線
路
上
を
定
期

運
行
の
バ
ス
が
走
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
線
路
敷
設
の
手

間
が
省
け
る
た
め
、
復
旧
の
費

用
を
抑
え
、
期
間
も
大
幅
に
短

縮
で
き
る
と
い
う
。

　

輸
送
面
で
の
経
済
的
な
合
理

性
を
追
求
す
る
な
ら
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に

軍
配
が
上
が
る
が
、「
鉄
道
を

復
旧
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
の

が
地
元
市
民
の
素
直
な
気
持
ち

だ
。
鉄
道
復
旧
に
関
す
る
明
言

　

被
災
沿
岸
地
域
に
お
い
て
漁

業
・
水
産
加
工
事
業
は
、
基
幹

事
業
と
し
て
産
業
と
雇
用
を
支

え
て
き
た
。
地
域
の
復
興
を
考

え
る
上
で
、
漁
業
・
水
産
加
工

事
業
の
早
期
再
開
、
早
期
復
興

は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
被

災
沿
岸
地
域
の
水
産
加
工
事
業

調
査
を
行
い
、
地
域
の
特
徴
と

支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

　沿
岸
部
水
産
事
業
を	

　規
模
と
特
性
で
分
類

　

図
は
水
産
加
工
事
業
の
従
事

者
数
を
も
と
に
、
都
市
別
の
水

産
加
工
事
業
の
特
徴
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
縦
軸
は
、
水
産

事
業
（
漁
業
と
水
産
加
工
事

業
）
者
数
を
示
し
、
事
業
の
規

模
を
表
し
て
い
る
。
規
模
の
大

き
い
市
町
と
し
て
は
、
石
巻
市
、

気
仙
沼
市
、
宮
古
市
、
大
船
渡

市
、
塩
竃
市
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

横
軸
は
、
水
産
事
業
従
事
者

に
お
け
る
加
工
事
業
従
事
者
の

比
率
を
示
し
、
水
産
事
業
に
お

け
る
加
工
事
業
の
割
合
（
加
工

度
）
を
表
し
て
い
る
。
仙
台
市
、

塩
竃
市
、
気
仙
沼
市
、
石
巻
市
、

女
川
町
な
ど
、
特
に
宮
城
県
で

水
産
加
工
度
が
高
い
。
一
方
、

陸
前
高
田
市
、
山
田
町
、
釜
石

市
、
宮
古
市
な
ど
、
岩
手
県
で

は
水
産
加
工
度
が
比
較
的
低
い
。 　

円
の
大
き
さ
は
、
市
町
の
全

人
口
に
占
め
る
漁
業
・
水
産
加

工
事
業
従
事
者
の
比
率
を
示
し
、

大
き
い
ほ
ど
地
域
に
お
け
る
漁

業
・
水
産
加
工
事
業
の
重
要
度

が
高
い
こ
と
を
示
す
。

　

あ
く
ま
で
機
械
的
に
分
類
し

た
も
の
で
、
一
概
に
は
言
え
な

い
面
も
あ
る
が
、
各
市
町
の
特

徴
は
大
き
く
３
つ
の
パ
タ
ー
ン

に
分
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
、「
大
規
模
水
産
加
工

都
市
」
で
あ
る
。
水
産
事
業
の

規
模
が
大
き
く
、
加
工
事
業
者

の
比
率
も

高
い
地
域

で
、
石
巻

市
や
気
仙

沼
市
が
こ

れ
に
分
類

さ
れ
る
。

次
に
、「
中

規
模
水
産

加
工
都
市
」

で
あ
る
。

水
産
事
業

の
規
模
は

比
較
的
小

さ
い
が
、

町
に
お
け
る
水
産
事
業
の
重
要

度
が
高
く
、
加
工
事
業
者
の
比

率
も
比
較
的
高
い
地
域
で
、
女

川
町
、
大
槌
町
な
ど
が
こ
れ
に

分
類
さ
れ
る
。
最
後
に
、「
小

規
模
漁
業
都
市
」
で
あ
る
。
水

産
事
業
の
規
模
が
小
さ
く
、
加

工
事
業
者
の
比
率
も
低
い
地
域

で
、
宮
古
市
、
大
船
渡
市
、
南

三
陸
町
な
ど
が
分
類
さ
れ
る
。

各
分
類
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に

合
っ
た
復
興
支
援
を
行
う
こ
と

が
有
効
に
な
っ
て
く
る
。

　

	

規
模
・
パ
タ
ー
ン
別
の	

	
				

目
指
す
べ
き
方
向
性

　

大
規
模
水
産
加
工
都
市
に
お

い
て
は
、
通
常
の
復
旧
支
援
だ

け
で
は
な
く
、
復
興
に
つ
な
が

る
新
規
性
の
高
い
事
業
へ
の
支

援
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

た
ら
こ
の
生
産
量
は
石
巻
市
が

日
本
一
で
も
、
消
費
者
に
は

「
福
岡
の
明
太
子
」
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
力
の
方
が
強
か
っ
た
よ

う
に
、
業
者
間
の
競
争
で
は
な

く
、
地
域
を
あ
げ
て
ブ
ラ
ン
ド

を
構
築
す
る
視
点
が
必
要
に
な

る
。
有
力
事
業
者
と
連
携
し
た

り
、
複
数
事
業
者
を
巻
き
込
む

な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
開
発
の
新
た

な
成
功
事
例
を
早
期
に
創
出
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
次
に
、

中
規
模
水
産
加
工
都
市
で
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る
中
核

と
な
る
水
産
加
工
事
業
者
の
再

建
支
援
が
有
効
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
漁
業
者
の
買
い
支
え

も
含
め
た
、
町
全
体
の
復
活
を

支
援
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

最
後
に
、
小
規
模
漁
業
都
市
で

は
、
６
次
産
業
化
の
推
進
が
有

効
で
あ
る
。
漁
業
者
が
魚
を

獲
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
水

産
加
工
事
業
者
と
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
加
工
度
を
高
め
、
そ

れ
に
よ
っ
て
付
加
価
値
の
向
上
、

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を
実

現
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

沿
岸
被
災
市
町
の
パ
タ
ー
ン

に
応
じ
て
、
復
興
に
向
け
て
目

指
す
方
向
性
や
方
策
は
異
な
っ

て
く
る
。
さ
ら
に
地
元
の
事
業

者
や
従
業
者
の
ニ
ー
ズ
も
反
映

さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的

な
復
興
支
援
が
可
能
と
な
る
。

（
調
査
・
分
析
／
Ｒ
Ｃ
Ｆ
復
興
支

援
チ
ー
ム
）

沿
岸
被
災
市
町
の
水
産
事
業 

有
効
な
復
興
支
援
の
あ
り
方
と
は

規
模
と
特
性
に
合
わ
せ
戦
略
的
に
推
進
を

を
避
け
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
の
復
旧
を

推
し
て
き
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
だ

が
、
５
月
に
は
気
仙
沼
線
が

鉄
道
復
旧
の
前
段
と
し
て
の

「
仮
復
旧
」
と
い
う
こ
と
を

明
確
に
し
、
こ
れ
に
よ
り
Ｂ

Ｒ
Ｔ
導
入
に
沿
線
の
自
治
体

が
初
め
て
同
意
し
た
。

　

各
地
域
と
も
ロ
ー
カ
ル
線

と
と
も
に
長
い
歴
史
を
重
ね
、

地
域
性
を
生
み
出
し
、
国
道

が
整
備
さ
れ
る
前
は
ま
さ
に

移
動
・
輸
送
の
動
脈
と
し
て

機
能
し
て
き
た
「
公
共
性
の

高
い
イ
ン
フ
ラ
」
な
の
だ
。

被
災
地
域
か
ら
の
鉄
道
へ
の

要
望
は
強
い
。

分析

沿岸部の鉄復の復旧に向けた検討体制

東日本大震災により
運休中の区間 【三陸鉄道北リアス線（田野畑～小本間】

 ２０１４年４月頃に現行ルートで全線運行
  再開予定

【ＪＲ山田線（宮古～釡石間】

【ＪＲ大船渡線（盛～気仙沼間】

【ＪＲ気仙沼線（気仙沼～柳津間】

【ＪＲ常磐線（亘理～相馬間】

【ＪＲ石巻線（渡波～女川間】
【ＪＲ仙石線（高城町～陸前小野間】

【三陸鉄道南リアス線（釡石～盛間】）
 ２０１４年４月頃に現行ルートで
  全線運行再開予定

陸中野田

盛岡

仙台

相馬

女川

気仙沼

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

都市のタイプ分類と支援アプローチのイメージ

石巻市石巻市石巻市

気仙沼市気仙沼市気仙沼市

塩竈市塩竈市塩竈市

仙台市仙台市仙台市

いわき市いわき市いわき市

大槌町大槌町大槌町

女川町女川町女川町大船渡市大船渡市大船渡市大船渡市大船渡市

山田町山田町山田町陸前高田市陸前高田市陸前高田市陸前高田市

釜石市釜石市釜石市

南三陸町南三陸町南三陸町

宮古市宮古市宮古市

資料:漁業センサス2008（農林水産省）

水産事業従事者における加工事業従事者の比率（％）
（水産加工事業従事者数/漁業＋水産加工事業従事者数）

水産業事業者数（人）
（漁業＋水産加工事業従事者） ※円の大きさは、町の全人口に占める、

    漁業・水産加工事業従事者の比率

①

②③

大規模水産加工都市

小規模水産加工都市

小規模漁業都市

従事者数からみえる、市町別の水産加工事業の特徴

運営主体

運営路線

再開情報

復旧必要額
復旧負担主体

方針

JR東日本（民間） 三陸鉄道（第3セクター）

八戸線、山田線、大船渡線、
気仙沼線、石巻線、仙石線、
常磐線

三陸鉄道とJRの比較表

鉄道復旧とBRT復旧の比較表

被害の大きい地域に対して、
目下、高速バス輸送システム
（BRT）を導入方針

八戸線、石巻線、仙石線の一
部が再開

1000億円

三陸鉄道北リアス線
三陸鉄道南リアス線

北リアス線の陸中野田～
田野畑間再開

黒字企業なので、100％自社負担

100億円

100%国が負担

平成２６年４月
全線復活の予定

利点

電車復旧 BRT復旧

地域を象徴するものであり、
心のよりどころでもある。「公
共性」の高いインフラ。

復旧を迅速化し、設備コスト
を安く抑えることができる。

輸送力は鉄道と比べて大きく
劣る。課題

輸送人員が減り赤字。たとえ
ば、三陸鉄道などは毎年1億
円以上の経常損失を出して
いる。復旧に費用と時間がか
かる。

２０１２年（平成 24 年）5 月 14 日 月曜日（復興 423 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 8 号　 （6）



コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る

Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
は
北
か
ら
下
り
て
く
る
？

厳
し
か
っ
た
寒
さ
の
影
響
で
、

全
国
的
に
桜
の
開
花
が
遅
れ
た

今
年
。
福
島
県
で
も
４
月
か
ら

よ
う
や
く
桜
が
咲
き
始
め
た
。

も
し
、
こ
の
時
期
に
東
北
自

動
車
道
を
北
上
す
る
機
会
が
あ

れ
ば
、
奇
妙
な
光
景
を
目
に
し

た
こ
と
だ
ろ
う
。
福
島
県
南
部

で
は
ま
だ
桜
が
つ
ぼ
み
な
の
に
、

北
に
進
む
と
桜
が
咲
い
て
い
る

の
だ
。
世
間
で
は
「
桜
前
線
北

上
中
」
と
い
わ
れ
る
が
、
福
島

県
で
は
少
々
事
情
が
異
な
る
。

東
北
自
動
車
道
の
通
り
道
で

あ
る
「
中
通
り
」
地
域
で
は
、

北
部
に
位
置
す
る
福
島
市
周
辺

か
ら
桜
の
開
花
が
始
ま
り
、
次

い
で
中
部
の
二
本
松
市
や
郡
山

市
、
最
後
に
南
部
の
白
河
市
と
、

桜
前
線
は
ま
さ
に
「
南
下
」
す

る
の
だ
。
実
際
に
今
年
の
桜
の

名
所
の
見
頃
は
福
島
市
の
花
見

山
で
４
月
21
日
。
郡
山
市
の
開

成
山
公
園
で
24
日
。
白
河
市
の

南
湖
公
園
で
は
26
日
だ
っ
た
。

こ
の
現
象
は
中
通
り
の
標
高

差
が
影
響
し
て
い
る
。
福
島
市

は
中
通
り
の
中
で
も
っ
と
も
標

高
が
低
い
海
抜
66
ｍ
な
の
に
対

し
て
、
郡
山
市
は
２

４
５
ｍ
、
白
河
市
は

３
６
１
ｍ
と
だ
い
ぶ

標
高
が
高
い
。
そ
の

分
気
温
は
下
が
り
、

桜
の
開
花
の
時
期
は

遅
く
な
る
。
こ
の
現
象

は
会
津
で
も
見
ら
れ
、

会
津
若
松
市
で
桜
が

満
開
に
な
っ
た
後
、
猪

　

被
災
地
で
は
今
、
人
口
流
出

に
よ
り
加
速
す
る
高
齢
化
・
医

療
過
疎
化
へ
の
対
策
が
急
が
れ

て
い
る
。
限
り
あ
る
医
療
資
源

の
中
、
地
域
の
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て
、
医
療
も
「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
軸
に
対

策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
２
月
、
政
府
は

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
大

綱
」
を
閣
議
決
定
し
、
医
療
体

制
見
直
し
の
目
玉
と
し
て
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

想
を
掲
げ
た
。
地
域
包
括
ケ
ア

と
は
、
日
常
生
活
圏
域
内
に
お

い
て
「
介
護
」「
医
療
」「
生
活

支
援
」「
予
防
」「
住
ま
い
」
が

切
れ
目
な
く
、
包
括
的
か
つ
継

続
的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
を
い

う
。
ま
た
、
日
常
生
活
圏
域
と

は
、
30
分
以
内
に
駆
け
付
け
ら

れ
る
圏
域
が
理
想
的
と
し
て
定

義
さ
れ
、
具
体
的
に
は
中
学
校

昨
年
４
月
よ
り
文
科
省
と
連

携
し
、
岩
手
県
沿
岸
部
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
き
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
復
興
支
援
Ｉ
Ｔ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」。
避
難
所
か
ら

仮
設
住
宅
へ
環
境
が
変
わ
る
な

か
、
今
年
４
月
か
ら
は
恒
常
的

支
援
フ
ェ
ー
ズ
と
位
置
づ
け
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
を
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
サ
ポ
ー
ト
に
よ

り
支
援
し
て
い
る
。

活
動
の
責
任
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
事
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
専

区
を
基
本
と
し
て
い
る
。
政
府

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
先
進
的

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
被
災
地
で
生

み
出
し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　

被
災
地
で
は
、
震
災
を
機
に

自
宅
で
医
療
を
受
け
る
在
宅
医

療
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
。
交
通
網
が
失
わ
れ
通
院
困

難
な
患
者
が
増
加
、
医
療
機
関

が
壊
滅
的
被
害
を
受
け
病
床
数

が
減
少
す
る
な
ど
の
要
因
で
、

必
然
的
に
需
要
が
高
ま
っ
た
。

加
え
て
、
震
災
後
に
医
療
者
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
患
者

を
訪
問
す
る
体
制
が
進
み
、
医

療
主
体
が
病
院
か
ら
病
院
外
へ

広
が
っ
た
こ
と
も
、
地
域
住
民

の
在
宅
医
療
へ
の
意
識
を
高
め

て
い
る
よ
う
だ
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
被
災

に
よ
る
家
族
の
介
護
力
低
下
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
脆
弱
化

な
ど
、
在
宅
療
養
環
境
の
整
備

に
課
題
が
山
積
し
て
い
る
の
が

現
状
だ
。
家
族
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
住

居
・
仕
事
の
喪
失
に
よ
る
生
活

基
盤
の
不
安
定
さ
が
影
響
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
つ
な

が
り
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
人

も
多
く
、
高
齢
者
孤
立
化
の
問

題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
個
別
的
問
題
に

気
づ
き
対
応
す
る
に
は
、
地
域

ぐ
る
み
の
支
援
が
必
要
不
可
欠

だ
。
地
元
の
民
生
委
員
や
近
所

の
人
々
が
顔
を
出
し
、
気
に
掛

か
る
こ
と
が
あ
れ
ば
保
健
・
医

療
・
福
祉
な
ど
の
専
門
家
を
交

え
て
解
決
策
を
模
索
す
る
。
一

人
の
患
者
を
様
々
な
視
点
か
ら

一
体
的
に
支
援
す
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
果
た
す
役
割

は
大
き
い
。
ま
た
特
筆
す
べ
き

は
、
地
域
の
基
準
単
位
を
「
校

区
」
と
し
、
地
域
住
民
ど

う
し
の
顔
が
見
え
る
範
囲
に

定
め
た
点
だ
。
こ
の
仕
組
み

を
実
現
す
る
上
で
必
須
と
な

る
、
人
と
人
と
の
信
頼
関
係

の
構
築
を
重
視
し
て
い
る
こ

と
が
伺
え
る
。
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
は
、
医
療
・
福

祉
の
充
実
を
目
指
し
た
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
カ
ギ
と
な
る
。

　

厚
労
省
は
、
２
０
２
５
年
に

は
日
本
の
高
齢
世
帯
が
約
１
９

０
０
万
世
帯
と
な
り
、
う
ち
単

独･

夫
婦
の
み
の
世
帯
が
約
７

割
と
な
る
と
予
測
し
て
い
る
。

高
齢
化
が
課
題
の
被
災
地
域
で

は
、
ま
だ
地
域
包
括
ケ
ア
導
入

の
検
討
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

は
あ
る
が
、
こ
の
実
践
は
必
ず

将
来
の
生
活
支
援
の
質
向
上
に

つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

医
療
・
福
祉
充
実
に
﹁
地
域
の
力
﹂

被
災
地
を
地
域
包
括
ケ
ア
の
モ
デ
ル
に

　

地
域
リ
ー
ダ
ー
の
情
報
発
信
と
連
携
を
支
援　

務
理
事
の
池
本
修
悟
さ
ん
は
、

「
現
在
の
仮
設
住
宅
入
居
期
間

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
を
高
め

る
事
が
、
今
後
の
復
興
の
た
め

に
最
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

と
語
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
の

鍵
は
ロ
ー
ル
・
ル
ー
ル
・
ツ
ー

ル
の
３
つ
と
話
す
池
本
さ
ん
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
が
役
割
を
持

つ
こ
と
、
公
民
館
や
仮
設
住
宅

に
お
け
る
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り

作
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を

円
滑
に
ま
わ
し
て
い
く
ツ
ー
ル
、

こ
れ
ら
が
必
要
だ
と
言
う
。

こ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｉ
Ｔ
が

活
躍
す
る
。
例
え
ば
ス
カ
イ
プ

や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
使
い

方
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
の

キ
ー
と
な
る
仮
設
住
宅
や
公
民

館
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
覚

え
て
も
ら
う
こ
と
で
、
住
民
同

士
、
リ
ー
ダ
ー
間
の
連
携
を
促

進
。
ま
た
そ
の
一
歩
先
の
事
業

に
つ
な
げ
る
た
め
の
情
報
発
信

と
し
て
は
、
ブ
ロ
グ
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
や
活
用
方

法
、
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
チ
ラ
シ
作
り
等
ま
で
を
、

Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は

支
援
し
て
き
た
と
言
う
。

今
後
は
活
動
地
域
を
広

げ
る
と
と
も
に
、
公
民
館

等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
配
信
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
構
築
し
て
い
く
計

画
も
あ
る
と
い
う
。
Ｐ
Ｃ

メ
ー
カ
ー
な
ど
本
業
が
Ｉ

Ｔ
に
関
連
す
る
企
業
と
の

連
携
を
強
め
て
い
く
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
定
着
の
た
め
、
Ｉ
Ｔ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
が
今

後
も
期
待
さ
れ
る
。

苗
代
町
や
会
津
田
島
町
で
桜
が

咲
き
、
尾
瀬
が
あ
る
桧
枝
岐
村

で
は
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
が
見

ご
ろ
と
な
る
。
福
島
県
の
桜
は
、

南
下
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
お

よ
そ
１
个
月
の
長
期
に
渡
っ
て

多
く
の
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
の
だ
。

福
島
県
は
原
発
事
故
の
影
響

で
、
自
分
の
故
郷
の
桜
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
が
多
い
。

「
夜
ノ
森
の
桜
並
木
」
が
桜
の

名
所
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
富

岡
町
の
人
々
も
避
難
生
活
が
続

い
て
い
る
。
し
か
し
幸
運
に
も

富
岡
町
の
仮
設
住
宅
が
建
て
ら

れ
た
三
春
町
に
は
県
内
随
一
と

い
わ
れ
る
「
三
春
の
滝
桜
」
が

あ
る
。
生
命
力
溢
れ
る
滝
桜
の

姿
は
、
富
岡
町
の
人
々
に
故
郷

の
桜
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
明
日

を
頑
張
る
希
望
と
な
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
昨
年
の
こ
の
時
期
は

桜
を
眺
め
る
余
裕
な
ど
な
か
っ

た
が
、
今
年
の
桜
に
は
、
そ
う

い
っ
た
力
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

（
文
／
福
島
観
光
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・

西
名
清
蔵
）

パソコン
基礎サポート

地域リーダーの
サポート

事業再建
サポート

ＩＴボランティア　３つの役割
レイヤー サポート対象 期待される効果

・検索・セキュリティなど基本的なネットリテラシー向上
・エクセルやワードのPCスキルアップ
・メールアカウント取得、ブログ等のセットアップ

・メーリングリストのセットアップ
・スカイプによる各拠点の連携
・ツイッター、フェイスブック、ブログ等のセットアップ

・ツイッター、ブログのセットアップ
・ホームページやチラシの作成

・ネット利用率の向上
 （安否確認・職探し、音楽・動画等の娯楽情報等）
・交流・創作意欲の向上
 （チラシ・名刺・クリスマスカード、年賀状作成など）
・地域の住民同士の教えあいなどによる
 コミュニケーション誘発とスキルアップ
・住民とのコミュニケーションを円滑にし、
・仮設住宅コミュニティの関係性を高める
・リーダー同士の連携
・情報発信によるさらなる支援の獲得、
 ボランティアとの継続的な交流
・住民の得意分野での仕事の獲得
・飲食店などの宣伝効果

地域包括ケアシステム 下記５つの視点での取組みが包括的かつ
継続的に行われることが必要

介護介護

医療医療

予防予防住まい住まい

生活支援生活支援

日常生活圏域（30分でかけつけられる圏域）

生活支援サービスの確保や
権利擁護

バリアフリーの住まい整備

介護拠点の緊急整備、
２４時間対応の在宅サービス強化

２４時間対応の在宅医療、
訪問看護やリハビリテーションの充実

予防予防予防予防予防予防予防予防予防予防予防予防
要介護予防の取組、
自立支援型の介護の推進

見物客で賑わう三春の滝桜
リレー連載 ②

福
島

２０１２年（平成 24 年）5 月 14 日 月曜日（復興 423 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 8 号　（7）



女
性
社
長
が
ビ
ジ
ネ
ス
合
宿

７月に第２弾

被
災
地
の
雇
用
創
出
を
考
え
る

で
鮪
を
愛
で
、
秋
田
で
比
内
地

鶏
を
堪
能
し
た
後
、
山
形
で
蕎

麦
を
い
た
だ
き
、
最
後
は
喜
多

方
ラ
ー
メ
ン
で
締
め
帰
京
し
た
。

東
北
の
食
文
化
の
豊
か
さ
と
、

雄
大
な
自
然
を
満
喫
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

今
回
の
旅
で
温
泉
に
目
覚
め

た
。
な
ん
せ
、
至
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
日
帰
り
で
あ
れ
ば
三
百

円
ほ
ど
で
楽
し
め
る
。
特
に
素

晴
ら
し
か
っ
た
の
が
、
青
森
と

秋
田
の
県
境
に
あ
る
古
遠
部
温

泉
。
携
帯
電
話
も
通
じ
ず
、
未

舗
装
の
山
道
を
進
ん
だ
と
こ
ろ

に
ひ
っ
そ
り
佇
む
秘
湯
だ
。
と

に
か
く
湯
量
が
半
端
な
く
、
溢

れ
出
た
温
泉
成
分
で
宿
全
体
が

鍾
乳
洞
み
た
い
に
な
っ
て
い
る
。

桜
も
ま
た
見
事
だ
っ
た
。
東

北
の
桜
は
、
長
く
寒
い
冬
を
乗

り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、
美
し
く

咲
く
。
比
喩
で
は
な
く
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
は
夏
の
間
に
翌
年
の

花
芽
を
作
り
休
眠
し
、
一
定
期

間
、
寒
い
冬
を
経
る
こ
と
で
、

休
眠
か
ら
目
覚
め
て
開
花
の
準

備
を
始
め
る
。
桜
が
美
し
く
花

開
く
に
は
、
暖
か
い
春
だ
け
で

な
く
、
寒
い
冬
が
必
要
な
の
だ
。

こ
の
国
に
は
厳
し
い
冬
が
あ

り
、
火
山
が
あ
り
、
地
震
が
あ

る
。
同
時
に
、
桜
が
咲
き
誇
り
、

温
泉
が
身
体
を
癒
し
て
く
れ
る
。

自
然
は
多
く
の
試
練
と
、
豊
か

な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
、

当
た
り
前
に
思
い
起
こ
さ
せ
て

く
れ
た
東
北
旅
だ
っ
た
。（
Ｔ
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
連
休
は
東
北
六
県

を
旅
し
た
。
三
陸
海
岸

か
ら
下
北
半
島
を
抜
け
、

本
州
最
北
端
は
大
間
崎

　

４
月
13
日
か
ら
２
泊
３
日
で
、

お
も
に
東
京
か
ら
参
加
し
た
23

名
が
被
災
沿
岸
部
を
周
っ
た
。

う
ち
18
名
が
女
性
社
長
。
こ
れ

は
、
女
性
社
長.net

な
ど
が
企

画
し
た
「
女
性
社
長
た
ち
が
行

く
・
被
災
地
と
と
も
に
考
え
る

ビ
ジ
ネ
ス
合
宿
」。
観
光
で
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
な
い
、「
被

災
地
の
雇
用
創
出
の
た
め
、
新

規
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
る
」
と
い

う
目
的
の
ツ
ア
ー
だ
。

　

参
加
者
は
地
元
の
事
業
者
ら

15
人
を
訪
問
し
、
経
験
談
や
教

訓
、
復
興
へ
の
課
題
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
。
２
日
目
に
は
グ
ル
ー
プ

討
論
の
後
、
各
自
が
考
え
た
復

興
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア
イ
デ
ア
を
発

表
し
合
っ
た
。
出
た
ア
イ
デ
ア

に
は
、「
震
災
を
乗
り
越
え
た

経
営
者
の
経
験
知
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講

座
で
有
料
配
信
す
る
」
な
ど
自

由
な
発
想
が
光
る
。
夜
は
、
地

元
経
営
者
ら
と
居
酒
屋
で
の
懇

親
会
。
希
望
者
対
象
に
も
関
わ

ら
ず
全
員
が
参
加
し
、
熱
い
語

●東日本大震災復興祈願花火
     全国煙火競演会（伊達市阿武隈川）

【日時】平成２４年６月２日（土）１８：
４５オープニング、１９：１５打ち上げ開
始、雨天決行【会場】福島県伊達市梁川町 
阿武隈川河川敷【内容】福島の復興のため
の全国から花火師が集まり、「子どもたち
に笑顔と感動を　扉を開けるその時まで」
をテーマに行う花火大会。協賛の申し込
みはホームページから。有料駐車場あり。

【主催】東日本大震災復興祈願花火実行委
員会（特定非営利活動法人東日本復興事務
局）【協力】日本煙火芸術協会【お問い合
わせ】東日本大震災復興祈願花火実行委員
会　℡：０２４（９２７）４５１４【URL】
http://www.fukkouhanabi.jp/

●障害者も健常者も楽しむ屋外イベント
     とっておきの音楽祭２０１２（仙台市）

【日時】２０１２年６月３日（日）、スト
リート演奏１０：３０～１７：００、フィ
ナーレ１７：３０～１９：００（予定）

【会場】仙台市内中心部。仙台市市民広
場、定禅寺通り、ほか【内容】障害のあ
る人もない人も一緒に音楽を楽しむ、日
本最大規模の心のバリアフリーを目指す
ストリート音楽祭。【主催】とっておきの
音楽祭実行委員会 SENDAI【お問い合わ
せ】とっておきの音楽祭実行委員会　℡：
０２２（２６５）０９８０【URL】http://
totteokino-ongakusai.jp/

※イベント情報随時募集しています。
掲載ご希望の方は press@h-u-g.jp まで。

ら
い
の
時
間
と
な
っ
た
。
現
地

の
リ
ア
ル
を
知
り
、
多
く
の
出

会
い
を
得
た
こ
と
に
参
加
者
は

満
足
し
、
帰
路
に
つ
い
た
。

　

ア
イ
デ
ア
出
し
で
終
わ
ら
ず
、

現
在
実
際
に
現
地
と
の
や
り
と

り
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
毎
月

「
復
興
ア
イ
デ
ア
を
育
て
る
会
」

と
称
し
、
合
宿
に
参
加
し
て
い

な
い
人
も
巻
き
込
ん
だ
議
論
の

場
で
、
引
き
続
き
実
現
性
を
追

求
し
て
い
る
。（
次
回
は
６
月

７
日
、
都
内
で
開
催
）。

　

合
宿
の
成
功
を
受
け
、
第
２

弾
の
開
催
が
７
月
に
決
定
し
た
。

次
回
は
男
性
の
参
加
枠
も
設
け

る
と
い
う
。
問
い
合
わ
せ
は

（
株
）
コ
ラ
ボ
ラ
ボ
へ
。
申
し
込

み
はhttp://colabolabo.

typepad.jp/m
ain/files/

joseishacho_gattsuri.pdf

関わる全ての人を幸せに

Deer Horn Dream Catcher
ネックレス
つむぎや

「
群
生
す
る
鹿
の
角
を
使
い
、

漁
師
を
支
え
て
き
た
女
性
達
と

何
か
で
き
な
い
か
？
集
ま
っ
て

楽
し
く
仕
事
す
る
場
を
作
れ
な

い
か
？
」
宮
城
県
石
巻
市
、
牡

鹿
半
島
で
活
動
す
る
つ
む
ぎ
や

の
メ
ン
バ
ー
が
そ
う
考
え
て
い

た
頃
に
、
猟
友
会
会
長
や
、
鯨

の
牙
の
加
工
に
長
け
た
元
捕
鯨

船
乗
組
員
に
出
会

い
、
材
料
の
調
達

と
技
術
習
得
の
基

盤
が
で
き
た
。
だ

が
、
試
作
品
は
ど

こ
か
で
見
た
よ
う

な
モ
ノ
だ
っ
た
。

「
こ
れ
で
は
な
い
。

復
興
の
文
脈
を
超

え
て
、
人
々
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
も

の
が
作
り
た
い
」。

そ
し
て
、
東
京
の

課
題
解
決
型
デ
ザ

イ
ン
事
務
所NOSIGNER

と
出

会
う
。
角
を
磨
き
、
漁
網
の
補

修
糸
を
使
い
、
祈
り
を
込
め
た

今
の
デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
た
。

３
月
末
時
点
で
約
５
０
０
個

が
売
れ
て
い
る
が
、
販
売
の
た

め
の
営
業
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い

な
い
。
趣
旨
に
賛
同
し
た
店
が

口
コ
ミ
な
ど
で
販
売
を
申
し
出

て
く
れ
て
い
る
。
１
つ
売
れ
る

と
１
０
０
０
円
が
作
り
手
に
渡

り
、
２
０
０
円
が
女
性
た
ち
が

集
ま
る
時
の
お
茶
会
費
や
運
営

費
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
。

い
い
夢
を
運
ぶ
と
さ
れ
る
ド

リ
ー
ム
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
。
そ
の

名
を
冠
し
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
、

関
わ
る
人
全
て
に
前
向
き
な
希

望
を
届
け
て
い
る
。

■Deer Horn Dream Catcher

ネ
ッ
ク
レ
ス　

２
８
０
０
円
／

つ
む
ぎ
や　

http://www.ocica.
jp/

「
東
北
復
興
新
聞
」
を	

　
　一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か

　「東
北
復
興
新
聞
」
で
は
、
被

災
地
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

支
援
団
体
、
行
政
、
企
業
Ｃ
Ｓ

Ｒ
担
当
者
な
ど
、
復
興
に
取
り

組
む
方
々
に
役
立
つ
情
報
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー

ス
リ
リ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
復

興
に
関
し
て
発
信
し
た
い
提
案

や
ご
意
見
の
投
稿
、
取
り
上
げ

て
ほ
し
い
人
や
団
体
の
ご
紹
介

も
大
歓
迎
で
す
。
新
聞
へ
の
感

想
も
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
記
事
の
取
材
、
執
筆
、

編
集
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
新
聞

の
制
作
を
お
手
伝
い
く
だ
さ
る

ス
タ
ッ
フ
も
常
時
募
集
中
で
す
。

い
ず
れ
も
、info@h-u-g.jp

ま

で
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

岩手県北上市の桜の名所、展勝地。今年の桜は東北の
人々の心を和ませ、多くの観光客を呼び込んでくれた。

合宿に参加し充実した表情の
女性経営者たち

満開の桜に、鯉泳ぐ

4

NPO法人 HUG
Projects

Our Mission About Us

and more...

HUGは、世の中を良くするために世界中で頑張っている人や団体を、
情報発信等のコミュニケーションの分野で手助けする中間支援組織です。
素晴らしき人や取り組みをHUGが媒介となって世の中へ届けることで、
人と人が笑顔でつながり助け合う社会の創造を目指します。

NPO法人 HUG
東京都渋谷区代々木 2-10-9-8F
代表理事：本間勇輝 
理事：岐部淳一郎、金田喜人
E-mail： info@h-u-g.jp

東北復興新聞の発行による中間支援プロジェクト
メディア連携による東北スタディツアープロジェクト
大槌町卒業アルバム復興支援プロジェクト

http://h-u-g.jp/
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